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1.3. モデル詳細度 

発注者からの 3 次元モデル作成の指示時、受発注者間での 3 次元モデル作成の協議時

には、NN ガイドライン（ポンプ場編）で定義した BIM/CIM モデル詳細度を用いて協

議するものとする。 
作成・提出する 3 次元モデルについて、そのモデルの作り込みレベルを示す等の場合

には、NN ガイドライン（ポンプ場編）で定義した BIM/CIM モデル詳細度（および必

要に応じて補足説明）を用いて表記するものとする。 
地質・土質モデルに対しては、BIM/CIM モデル詳細度を適用しない。詳細は NN ガ

イドライン（共通編）「第 3 章 地質・土質モデル」の「1 地質・土質モデルの作成・活

用に関する基本的な考え方」を参照する。 
 
【解説】 

工種共通のモデル詳細度の定義は、NN ガイドライン（共通編）「第 1 章 総論」「2.4 BI
M/CIM モデルの詳細度」に示すとおりである。ポンプ場におけるモデル詳細度の定義を

次に示す。 
BIM/CIM モデルの作成・活用時の受発注者協議等は、この定義および NN ガイドライ

ン（ポンプ場編）「3.設計」～「5. 維持管理」を参考に用いるものとする。 
 
詳細度とは、BIM/CIM モデル作成および利用の目的に応じたモデル作り込み内容の要

求度合いを示したものであり、概念として以下のものがある。 
 Level of Development（LOD：進捗度合） 

BIM/CIM モデルの作成における、開発・進捗を示す。 
 Level of Detail（LOd：形状情報） 

BIM/CIM モデルの作成における、部材の形状の細かさを示す。 
 Level of Information（LOI：属性情報） 

3次元モデルに付与する部材（部品）の情報（部材等の名称、形状、寸法、物性およ

び物性値（強度等）、数量、そのほか付与が可能な情報）を指す。詳細については、

「3.6.2 属性情報」を参照のこと。 
 このほかにも、出来形 BIM モデルや点群データの正確さを表す指標として Level of 

Accuracy（LOA）がある。既存施設を 3D スキャニングして得られた点群データを

もとに 3 次元モデルを構築する際に利用する指標であり、米国建築文書化協会

（USIBD）にて提唱されている。 
 

NN ガイドライン（共通編）に示す詳細度は、「モデルの作り込みの進捗度合いを示す

もの」であり、LOD：Level of Development に該当する。NN ガイドライン（共通編）で

は、「詳細度：LOD」を、100 から 500 の 5 段階に区分して定義しており、NN ガイドラ

イン（ポンプ場編）においても、5 段階の区分及び定義については踏襲する。 
しかしながら、ポンプ場におけるモデル詳細度は、土木、建築、建築附帯、機械設備、

電気設備の各工種において求められる度合が異なる。例えば、ポンプ場における機械・電
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気設備については、設計及び工事発注段階においては、同様の機能を有する設備であって

も、各メーカーにより外形が異なることから、契約上支障が生じないようにするため、メ

ーカーが特定されない程度の外形とする必要がある。一方で、設計段階から施工段階へ移

行した際には、形状情報は大きく変わらないものの、属性情報に関する情報量は増加する。 
このように、ポンプ場においては、BIM/CIM モデルの形状の作り込み作業の進捗度合

いが工種・作業段階において一律ではないことから、NN ガイドライン（共通編）で定義

されている「詳細度」のみでは、形状情報と属性情報の入力度合の違いが表現できないと

いった課題が生じる。そのため、ポンプ場における詳細度（LOD）を、形状情報（LOd）
と属性情報（LOI）の 2 つの要素をもって定義する。なお、いずれも 5 段階の区分とする

が、形状情報（LOd）については、詳細度（LOD）との混用を避けるため、10～50 の 5
段階表示とする。 
 

「詳細度：LOD」 ＝ 形状情報：LOd（10～50）＋ 属性情報：LOI（100～500） 

 
【具体例】 電気盤の場合 
検討段階が進むことで、・・・・ 
形状情報 ： 大きく変わらない 
属性情報 ： 各段階で情報量が増加 

 

 

図 1-5 ポンプ場 モデル詳細度の設定概要 

 
ポンプ場における進捗度に応じたモデル詳細度の設定（＝形状情報と属性情報の組合せ）

は、土木、建築、機械設備、電気設備の各工種で特徴が異なることから、工種別に設定す

る必要がある。したがって、ポンプ場においては、モデル詳細度設定例を、①土木・建築

モデル、②建築附帯設備モデル、③機械設備モデル、④電気設備モデルの 4 つのカテゴリ

ーに区分するとともに、3 次元モデル化の目安を記載する。図 1-6 に、進捗度に応じたモ

デル詳細度の設定（例）を示す。 
 

属性情報 形状情報 

詳細度：LOD 
装置 部位 属性情報

電気設備 機側操作盤 機器名称　　主ポンプ機側操作盤
形式　　　　屋内スタンド形
仕様　　　　JEM1265
定格　－
数量　　　　4面

引込受電盤 機器名称　　引込受電盤
形式　　　　屋内鋼板製閉鎖自立形（前後面扉）
仕様　　　　JEM1425 CW 形（IP2X）
定格　　　　7.2kV 400A
数量　　　　1面

変圧器盤 機器名称　　引込受電盤
形式　　　　屋内鋼板製閉鎖自立形（前後面扉）
仕様　　　　ー
定格　　　　ー
数量　　　　1面

低圧分岐盤 機器名称　　低圧分岐盤
形式　　　　ー
仕様　　　　ー
定格　　　　ー
数量　　　　1面

補機盤 機器名称　　補機盤
形式　　　　屋内鋼板製閉鎖自立形(前後面扉)
仕様　　　　JEM1265 CX 形(IP2X)
定格　　　　ー
数量　　　　1面

直流電源盤 機器名称　　直流電源盤
形式　　　　屋内鋼板製自立型（前後面扉）
仕様　　　　JEM1265 CX 形(IP2X)
定格　　　　ー
数量　　　　1面
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出典：BIM/CIM 活用ガイドライン（案）第 7 編 下水道編 1.総則（令和 4 年 3 月 国土交通省） 

図 1-6 ポンプ場 モデル詳細度設定（例） 

 
なお、詳細度（LOD）は、モデル作り込みの進捗度を示していることを利用し、計画：

100、基本設計：200、実施設計：300、施工：400、維持管理：500 といったように、詳

細度と各段階における進捗度を関連づけて設定することも可能である。 
特に、属性情報（LOI）は、情報が段階的に付与され増加していくが、その段階は「計

画→設計→施工→維持管理」の各段階において、それぞれ異なる独立した情報が追加され

ることから、進捗度と関連づけることができる。したがって、属性情報（LOI）について

も、計画：100、基本設計：200、実施設計：300、施工：400、維持管理：500 と定義す

ることが可能である。 
一方、形状情報（LOd）については、モデルの利用段階や目的に応じて発注者が工種別

に自由に設定できるものとする。 
 
NN ガイドライン（共通編）では、詳細度 400 の共通定義として以下のように定義されて

いる。 
詳細度 400 の共通定義（NN ガイドライン（共通編）） 

詳細度 300 に加えて、附帯工、接続構造などの細部構造及び配筋を含めて、正確にモ

デル化する。 
 

一方、ポンプ場では、形状情報（LOd）が 20 や 30 のモデルにおいても、干渉チェック

や出来形確認など設計段階及び施工段階での利用が可能であることから、30までの利用を

例示している。これにより、目的を果たす範囲において 3 次元モデル化作業の負担軽減を

図るとともに、データ容量の肥大化を防止する。 
なお、検討内容や施設の複雑さの他に職員の技術力など農林水産省及び地方公共団体等

の実情は個々に異なることから、目的に応じて農林水産省及び地方公共団体等の創意工夫

として、局所的な過密配筋に関する詳細検討を実施する場合等、形状情報（LOd）を変更

し 40 以上のモデル化を妨げるものではない。 
表 1-1 に、詳細度の設定例を示す。 

 

 

ＬＯｄ ＬＯＩ ＬＯＤ ＬＯｄ 

詳細度 

100 
200 
300 
400 
500 

100 
200 
300 
400 
500 

属性 

情報 

形状 

情報 

10 
20 
30 
30 
30 

小 

大 

【進捗度】 

詳細度は、目的に

合わせて、形状情

報と属性情報を組

合せて発注者が設

定できる。 

凡 例 

  情報増加 

  情報一定 
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表 1-1 設計段階における詳細度設定の一例 

項 目 土木建築 建築附帯 機械設備 電気設備 
基本設計 LOd 20 20 20 20 

詳細度：200 LOI 200 200 200 200 
        

項 目 土木建築 建築附帯 機械設備 電気設備 
機器類 配管類 電気盤類 ラック類 

実施設計 LOd 30 30 20 30 20 30 
詳細度：300 LOI 300 300 300 300 300 300 
※更新の場合は、更新対象、更新対象外周部（更新対象外）、撤去対象の詳細度を設定する。 

出典：BIM/CIM 活用ガイドライン（案）第 7 編 下水道編 1.総則（令和 4 年 3 月 国土交通省）一部加筆 

 
NN ガイドライン（ポンプ場編）における具体的なモデル詳細度の定義を 1.3.1～1.3.4

に示す。3 次元モデル作成にあたっては、1.3.1～1.3.4 に示す定義を参考に用いるものと

する。 
属性情報については、名称、仕様、規格、製造年月日、製造者名等、部材（部品）固有

の項目及び情報を各段階で入力するものとする（詳細は、「3.6.2 属性情報」に記載）。ま

た、増設や設備更新の実施設計において、既存部分であるが更新対象外の設備等について

は、指定の形状情報（LOd）によらず概要が把握できる程度（例えば、点群データの活用）

に留めることができる。 
 

配置計画 LOd：10  施工計画 LOd：20 

 

 

 

   

干渉チェック（図示）  工事完了図 LOd：30 
 

 

 

図 1-7 形状情報（LOd）別のモデル利用方法の例  

建屋

吸水槽

吐出水槽

吐出樋門

ポンプ据付状況

維持管理用
仮設足場

【解消後】【解消前】

天井クレーンのサドルがレール上
から外れており柱と干渉している

Lod：構造物30、建築附帯設備30、機械設備30

天井クレーンのサドルをレール上
に修正し柱との干渉を解消
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1.3.1. 土木・建築モデル（構造物） 
土木・建築モデル（構造物）における BIM/CIM モデル詳細度の目安を以下に示す。発

注者は、モデルの利用段階や目的に応じて、形状情報と属性情報を組合せて詳細度を設定

する。 
① ポンプ場では、複合構造物（地下：土木、地上：建築）が多いため、モデル詳細度

の設定を土木・建築で統一する。 
② 「官庁営繕事業における BIM 活用ガイドライン」（国土交通省）では、詳細度を数

値で規定していないことから、他のガイドラインの構造物モデルに準ずることとし、

モデル詳細度を土木・建築で統一する。 
③ RC 造のみならず S 造、SRC 造についても適用対象とする。 
④ また、土工、仮設についても適用対象とする。土留め工で必要となる切梁・腹起

し・火打ちや基礎杭等の形状情報については、必要に応じてモデル化を実施するも

のとする。 
⑤ 増設や設備更新の実施設計において、既存部分のうち更新対象外の施設等について

は、一律の形状情報（LOd）によらず概要が把握できる程度（例えば、点群データ

の活用）に留めることができる。 
⑥ 必ずしも「鉄筋モデルの作成」までは求めないものとする。ただし、局所的な過密

配筋等の詳細検討を要する部分については、必要に応じてモデル化を実施するもの

とし、モデルの作成範囲は、受発注者間協議により決定することを基本とする。 
 
図 1-8 に、土木・建築モデルに関する詳細度の設定例を示す。なお、導水路、送水管、

遊水池、吐出樋門、場内整備等の附帯施設や仮設・土工について BIM/CIM の活用段階、

活用目的に応じ、構成要素ごとにモデル作成の有無、モデル詳細度を定めることを妨げる

ものではない。 
 

 
出典：BIM/CIM 活用ガイドライン（案）第 7 編 下水道編 1.総則（令和 4 年 3 月 国土交通省） 

図 1-8 土木・建築モデル（構造物）の詳細度設定の例 

 
  

 

 

ＬＯｄ ＬＯＩ 凡 例 

   情報増加 

   情報一定 

ＬＯＤ ＬＯｄ 

詳細度 

100 
200 
300 
400 
500 

100 
200 
300 
400 
500 

属性 

情報 

 

形状 

情報 

10 
20 
30 
30 
30 
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【留意点】 
① RC 造のみでなく、S 造、SRC 造も土木・建築モデルの対象とする。 
② 別途詳細検討を要する部分については、必要に応じてモデル化を実施するものとし、

詳細度を土木・建築モデルと同等とする。 
【例】 梁・腹起し・火打ち等 → 形状情報（LOd）：30 

 深層部等の局所的な過密配筋 → 特別仕様書に明記し発注 
③ 必ずしも「鉄筋モデルの作成」までは求めないが、必要性や作業量など業務全体の

バランスを考慮した上で、農林水産省及び地方公共団体等の実情に基づく利用を妨

げるものではない。 
④ 導水路、送水管、遊水池、吐出樋門、場内整備等の附帯施設や仮設・土工について

も、土木・建築モデルの適用を妨げない。 
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表 1-2 土木・建築モデル（構造物）の詳細度（LOD） 

詳細度 
LOD 共通定義 各モデルの詳細度（LOD）の定義 

土木・建築構造物のモデル化 

100 

対象を記号や線、単純な

形状でその位置を示したモ

デル。 
 

LOd ：10 
LOI ：100 

対象構造物の位置を示すモデル。 
 

対象となるポンプ場の配置が分かる程度の矩形形状もし

くは線状のモデル。 

200 

対象の構造形式が分かる

程度のモデル。標準横断

で切土・盛土を表現、又

は各構造物一般図に示さ

れる標準横断面を対象範

囲でスイープ※させて作成

する程度の表現。 
 

LOd ：20 
LOI ：200 

構造形式、配置計画、動線計画が確認できる程度の形状

を有したモデル。 
 

対象ポンプ場の構造形式が分かる程度のモデル。構造物

の基本形状、取入れ口等の位置が概ね確認できるモデル

とする。 

300 

附帯工等の細部構造、接

続部構造を除き、対象の

外形形状を正確に表現し

たモデル。 
 

LOd ：30 
LOI ：300 

RC 造のコンクリート数量算出が可能なレベルで、主構

造（S 造、RC 造、SRC 造）の形状が正確なモデル。 
詳細度 200 に加えて、構造物の正確な構造寸法をモデル

化する。 
また、土留め工等の仮設構造物、基礎杭等の形状情報に

ついても、必要範囲を確認できるようにモデル化する。 
当面は、S 造、RC 造、SRC 造における構造体内部の鉄

筋や鋼材の詳細部（ダイヤフラム、プレート、ボルト等

の形状、離隔等を含む）に関するモデル化までは、求め

ないが、必要性や作業量など業務全体のバランスを考慮

した上で、農林水産省及び地方公共団体等の実情に基づ

く利用を妨げるものではない。 

400 

詳細度 300 に加えて、附

帯工、接続構造等の細部

構造及び配筋も含めて、

正確にモデル化する。 
 

LOd ：30 
LOI ：400 

形状情報 LOd は、詳細度 300 の時点と大差ないが、附帯

工等を追加してモデル化したもの。 
躯体部の鉄筋モデル（当面はモデル化までの対応を求めな

いが、必要性や作業量など業務全体のバランスを考慮した

上で、農林水産省及び地方公共団体等の実情に基づく利用

を妨げるものではない。）や継手部、各附帯工（覆蓋、手

摺等の形状、配置も含めて）を正確にモデル化する。 

500 

対象の現実の形状を表現

したモデル。 
 

LOd ：30 
LOI ：500 

設計・施工段階で活用したモデルに完成時の情報を反映

したモデル。 
形状情報LOd は、詳細度 400 と同様とする。 

※スイープ・・・平面に描かれた図形をある基準線に沿って移動させて 3 次元化する技法のこと。 
※属性情報（LOI）の進捗度別の記載内容については、「3.6.2 属性情報」を参照のこと。 

出典：BIM/CIM 活用ガイドライン（案）第 7 編 下水道編 1.総則（令和 4 年 3 月 国土交通省）一部加筆 
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表 1-3 土木・建築モデルの詳細度別のモデル記載例 
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る
実
施
設
計
・
発
注
図

書
レ
ベ
ル
を
想
定
。

施
工
レ
ベ
ル
を
想
定
。

維
持
管
理
レ
ベ
ル
を
想
定
。

形
状
情
報
（
L
O
d
）
：
1
0

形
状
情
報
（
L
O
d
）
：
2
0

形
状
情
報
（
L
O
d
）
：
3
0

形
状
情
報
は
L
O
d
：
1
0
と
し
て
、
対
象
と

な
る
ポ
ン
プ
場
の
配
置
が
分
か
る
程
度
の

矩
形
形
状
も
し
く
は
線
状
の
モ
デ
ル
と
す

る
。

形
状
情
報
は
L
O
d
：
2
0
程
度
と
し
て
、
対

象
ポ
ン
プ
場
の
構
造
形
式
が
分
か
る
程
度

の
モ
デ
ル
と
す
る
。
ま
た
構
造
物
の
基
本

形
状
、
取
入
れ
口
等
の
位
置
が
概
ね
確
認

で
き
る
モ
デ
ル
と
す
る
。

属
性
情
報
（
L
O
I
）
：
1
0
0

属
性
情
報
（
L
O
I
）
：
2
0
0

属
性
情
報
（
L
O
I
）
：
3
0
0

属
性
情
報
（
L
O
I
）
：
4
0
0

属
性
情
報
（
L
O
I
）
：
5
0
0

属
性
情
報
と
し
て
、
概
略
設
計
時
に
決
定

す
る
情
報
（
建
物
名
称
、
構
造
物
名
称

等
）
を
追
加
す
る
。

属
性
情
報
と
し
て
、
基
本
設
計
時
に
決
定

す
る
情
報
（
建
物
名
称
、
構
造
物
名
称

等
）
を
追
加
す
る
。

属
性
情
報
と
し
て
、
実
施
設
計
時
に
決
定

す
る
情
報
（
室
名
称
、
資
産
名
称
、
規
格

（
材
質
、
設
計
基
準
強
度
）
を
追
加
す

る
。

属
性
情
報
と
し
て
、
施
工
時
に
決
定
す
る

情
報
（
施
工
業
者
名
や
打
設
ロ
ッ
ド
、
品

質
管
理
情
報
等
）
を
追
加
す
る
。

属
性
情
報
と
し
て
、
維
持
管
理
時
に
決
定

す
る
情
報
を
追
加
す
る
。

建
築
・
土
木
構
造
物

形
状
情
報
（
L
O
d
）

属
性
情
報
（
L
O
I
）

形
状
情
報
は
L
O
d
：
3
0
程
度
と
し
て
、
R
C
造
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
数
量
算
出
が
可
能
な
レ
ベ
ル
で
、
主
構
造
（
S
造
、
R
C
造
、
S
R
C

造
）
の
形
状
が
正
確
な
モ
デ
ル
と
す
る
。
当
面
は
、
S
造
、
R
C
造
、
S
R
C
造
に
お
け
る
構
造
体
内
部
の
鉄
筋
や
鋼
材
の
詳
細
部

（
ダ
イ
ヤ
フ
ラ
ム
、
プ
レ
ー
ト
、
ボ
ル
ト
等
の
形
状
、
離
隔
等
を
含
む
）
に
関
す
る
モ
デ
ル
化
ま
で
は
、
求
め
な
い
が
、
必
要

性
や
作
業
量
な
ど
業
務
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
た
上
で
、
農
林
水
産
省
及
び
地
方
公
共
団
体
等
の
実
情
に
基
づ
く
利
用
を

妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。

建
物

・
構

造
物

名
称

名
称

　
　

○
○

排
水

機
場

建
物

・
構

造
物

名
称

属
性

情
報

（
LO

I）
10

0に
以

下
の

情
報

を
追

加
す

る
。

施
設

名
称

　
　

建
屋

、
吸

水
槽

、
、

設
計

仕
様

属
性

情
報

（
LO

I）
20

0に
以

下
の

情
報

を
追

加
す

る
。

材
質

　
　

　
　

　
　

　
　

RC
、

FR
P、

、
設

計
基

準
強

度
　

　
　

　
〇

(N
/m

m
2 ）

施
工

時
の

留
意

点
　

　
　

○
○

・
・

・
備

考

施
工

情
報

属
性

情
報

（
LO

I）
30

0に
以

下
の

情
報

を
追

加
す

る
。

施
工

業
者

　
　

　
○

○
完

成
年

月
　

　
　

〇
年

〇
月

施
工

費
用

　
　

　
○

千
円

・
・

・
備

考

維
持

管
理

情
報

属
性

情
報

（
LO

I）
40

0に
以

下
の

情
報

を
追

加
す

る
。

管
理

者
名

　
　

　
○

〇
土

地
改

良
区

補
修

履
歴

　
　

　
〇

年
〇

月
、

ひ
び

割
れ

補
修

、
、

施
工

業
者

　
　

　
○

○
補

修
費

用
　

　
　

〇
千

円
管

理
体

制
　

　
　

〇
〇

・
・

・
備

考

※
属
性
情
報
（

LO
I）

の
進
捗
度
別
の
記
載
内
容
に
つ
い
て
は
、「

3.
6.

2 
属
性
情
報
」
を
参
照
の
こ
と
。

 
※
形
状
情
報
（

LO
d）

を
40

以
上
と
す
る
モ
デ
ル
化
ま
で
は
求
め
な
い
が
、
必
要
性
や
作
業
量
な
ど
業
務
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を

考
慮
し
た
上
で
、
農
林
水
産
省
及
び
地
方
公
共
団
体
等
の
実
情
に
基
づ
く
利
用
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。
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1.3.2. 建築附帯設備モデル 
建築附帯設備における BIM/CIM モデル詳細度の目安を以下に示す。発注者は、モデル

の利用段階や目的に応じて、形状情報と属性情報を組合せて詳細度を設定する。詳細度の

設定に当たっては、表 1-4 を基本とするが、「官庁営繕事業における BIM 活用ガイドライ

ン」（国土交通省）も合わせて参照する。 
① 建築附帯設備は、構造物内の換気空調設備、衛生設備、照明設備等であり、ポンプ

場の根幹をなす機械設備・電気設備とは異なり、汎用品が多くを占めることから、

建築附帯設備モデルとして分類する。 
② 「官庁営繕事業における BIM 活用ガイドライン」（国土交通省）では、詳細度を数

値で規定していないことから、モデル詳細度を新たに設定する。 
③ 計画段階（詳細度 100）は、概略検討を実施するためのモデル作成であり、建築物

の大枠を捉える時点では、建築附帯設備のモデル化までは必要とされないため対象

外とするが、詳細なモデル作成を妨げるものではない。 
 

なお「官庁営繕事業における BIM 活用ガイドライン」（国土交通省）では、建築附帯設

備のモデル作成にあたり以下の注記をしている。 
※建築電気設備設計及び建築機械設備設計の BIM モデル（以下、抜粋） 
「実施設計段階（設備）の成果物として求められる主な図面は、各設備平面図、各設

備系統図等であるが、BIMモデルの全ての建物部材の形状情報を詳細に作成してしまう

と、BIMモデルのデータの容量が大きくなり、操作性が低下するとともに、プランの変

更等に伴う BIM モデルの修正の作業量が多くなる場合があるため留意する必要がある。

BIM モデルを利用する場合の詳細な表現の例として、「公共建築工事標準仕様書（建築

工事編、電気設備工事編、機械設備工事編）」、「公共建築改修工事標準仕様書（建築工

事編、電気設備工事編、機械設備工事編）」及び「公共建築木造工事標準仕様書」に記

載されている形式等で仕様を表現することが考えられる。」 
 

 
出典：BIM/CIM 活用ガイドライン（案）第 7 編 下水道編 1.総則（令和 4 年 3 月 国土交通省） 

図 1-9 建築附帯設備モデルの詳細度設定の例  
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30 
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【留意点】 
① 計画段階（詳細度 100）は、モデル化対象外とするが、必要性や作業量など業務全

体のバランスを考慮した上で、農林水産省及び地方公共団体等の実情に基づく利用

を妨げるものではない。 
② 実施設計段階から、すべての形状情報を詳細に作成すると、設計時の作業量の増加、

データ容量の増大を招き、導入効果が薄くなる可能性があるため、モデルの活用方

法に十分に留意する。 
【モデル化の例】 

ダクト、配管類 → 他工種との干渉確認に必要であり、モデル化を実施する 
系統図等  → 2 次元図面を活用し、モデル化しない 
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表 1-4 建築附帯設備モデルの詳細度（LOD） 

詳細度 
LOD 共通定義 各モデルの詳細度（LOD）の定義 

建築附帯設備のモデル化 

100 

対象を記号や線、単純な

形状でその位置を示した

モデル。 
 

LOd ：－ 
LOI ：－ 

基本的には、モデル作成しないが、必要性や作業量など

業務全体のバランスを考慮した上で、農林水産省及び地

方公共団体等の実情に基づく利用を妨げるものではな

い。 

200 

対象の構造形式が分かる

程度のモデル。 
標準横断で切土・盛土を

表現、又は各構造物一般

図に示される標準横断面

を対象範囲でスイープ※

させて作成する程度の表

現。 
 

LOd ：20 
LOI ：200 

対象建築附帯設備の形式が分かる程度のモデル。 
主要な機器、電気盤類、ダクト、配管･ケーブル等の納

まり又は維持管理スペースの検討が必要となる場所につ

いて作成し、基本形状が概ね確認できるモデルとする。 

300 

附帯工等の細部構造、接

続部構造を除き、対象の

外形形状を正確に表現し

たモデル。 
 

LOd ：30 
LOI ：300 

主要な機器、電気盤類、ダクト、配管･ケーブル等の形

状が正確なモデル。 
詳細度 200 に加えて、対象設備の正確な形状情報をモデ

ル化する。 
なお、すべての形状情報を詳細に作成するとデータ容量

が大きくなり操作性が低下するだけでなく、プラン変更

時の作業量増加につながるため、留意する。 

400 

詳細度 300 に加えて、附

帯工、接続構造等の細部

構造及び配筋も含めて、

正確にモデル化する。 
 
LOd ：30 
LOI ：400 

形状情報 LOd は、詳細度 300 の時点と大差ないが、製

造者名や製品番号等の属性情報を入力したモデル。 

500 

対象の現実の形状を表現

したモデル。 
 

LOd ：30 
LOI ：500 

設計・施工段階で活用したモデルに完成形状を反映した

モデル 
形状情報 LOd は、詳細度 400 と同様とする。 

※スイープ・・・平面に描かれた図形をある基準線に沿って移動させて 3 次元化する技法のこと。 
※属性情報（LOI）の進捗度別の記載内容については、「3.6.2 属性情報」を参照のこと。 

出典：BIM/CIM 活用ガイドライン（案）第 7 編 下水道編 1.総則（令和 4 年 3 月 国土交通省）一部加筆 
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表 1-5 建築附帯設備モデルの詳細度別のモデル記載例 

  

詳
細
度
（
L
O
D
）
：
1
0
0

詳
細
度
（
L
O
D
）
：
2
0
0

詳
細
度
（
L
O
D
）
：
3
0
0

詳
細
度
（
L
O
D
）
：
4
0
0

詳
細
度
（
L
O
D
）
：
5
0
0

詳
細
度
（
L
O
D
）
の

定
義

設
計
条
件
を
定
め
る
構
想
設
計
レ
ベ
ル
を

想
定
。

基
本
諸
元
を
定
め
る
基
本
設
計
レ
ベ
ル
を

想
定
。

主
要
仕
様
を
定
め
る
実
施
設
計
・
発
注
図

書
レ
ベ
ル
を
想
定
。

施
工
レ
ベ
ル
を
想
定
。

維
持
管
理
レ
ベ
ル
を
想
定
。

形
状
情
報
（
L
O
d
）
：
1
0

形
状
情
報
（
L
O
d
）
：
2
0

形
状
情
報
（
L
O
d
）
：
3
0

形
状
情
報
は
L
O
d
：
1
0
は
モ
デ
ル
化
対
象

外
と
す
る
。

形
状
情
報
は
L
O
d
：
2
0
程
度
と
し
て
、
対

象
建
築
附
帯
設
備
の
形
式
が
分
か
る
程
度

の
モ
デ
ル
と
す
る
。

属
性
情
報
（
L
O
I
）
：
1
0
0

属
性
情
報
（
L
O
I
）
：
2
0
0

属
性
情
報
（
L
O
I
）
：
3
0
0

属
性
情
報
（
L
O
I
）
：
4
0
0

属
性
情
報
（
L
O
I
）
：
5
0
0

属
性
情
報
と
し
て
、
概
略
設
計
時
に
決
定

す
る
情
報
（
装
置
名
称
等
）
を
追
加
す

る
。

属
性
情
報
と
し
て
、
基
本
設
計
時
に
決
定

す
る
情
報
（
機
器
名
称
、
給
気
方
式
等
）

を
追
加
す
る
。

属
性
情
報
と
し
て
、
実
施
設
計
時
に
決
定

す
る
情
報
（
形
式
、
給
気
容
量
、
電
動
機

出
力
、
寸
法
等
）
を
追
加
す
る
。

属
性
情
報
と
し
て
、
施
工
時
に
決
定
す
る

情
報
（
製
造
者
名
や
製
品
番
号
等
）
を
追

加
す
る
。

属
性
情
報
と
し
て
、
維
持
管
理
時
に
決
定

す
る
情
報
を
追
加
す
る
。

建
築
附
帯
設
備

形
状
情
報
（
L
O
d
）

形
状
情
報
は
L
O
d
：
3
0
程
度
と
し
て
、
主
要
な
機
器
、
電
気
盤
類
、
ダ
ク
ト
、
配
管
･
ケ
ー
ブ
ル
等
の
形
状
が
正
確
な
モ
デ
ル
と

す
る
。
な
お
、
す
べ
て
の
形
状
情
報
を
詳
細
に
作
成
す
る
と
デ
ー
タ
容
量
が
大
き
く
な
り
操
作
性
が
低
下
す
る
だ
け
で
な
く
、

プ
ラ
ン
変
更
時
の
作
業
量
増
加
に
つ
な
が
る
た
め
、
留
意
す
る
。

属
性
情
報
（
L
O
I
）

― 機
器

名
称

機
器

名
称

　
　

給
気

フ
ァ

ン
（

N
o.

）
型

式
等

属
性

情
報

（
LO

I）
10

0に
以

下
の

情
報

を
追

加
す

る
。

給
気

方
式

　
　

○
○

数
量

　
　

　
　

〇
台

備
考

設
計

仕
様

属
性

情
報

（
LO

I）
20

0に
以

下
の

情
報

を
追

加
す

る
。

形
式

　
　

　
　

壁
掛

形
、

、
給

気
容

量
　

　
〇

m
3 /m

in
電

動
機

出
力

　
〇

kw
寸

法
　

　
　

　
○

m
m

×
〇

m
m

・
・

・
備

考

施
工

情
報

属
性

情
報

（
LO

I）
30

0に
以

下
の

情
報

を
追

加
す

る
。

製
造

者
名

　
　

　
○

○
製

造
品

番
号

　
　

○
○

設
置

年
月

　
　

　
〇

年
〇

月
施

工
費

用
　

　
　

○
千

円
・

・
・

備
考

維
持

管
理

情
報

属
性

情
報

（
LO

I）
40

0に
以

下
の

情
報

を
追

加
す

る
。

管
理

者
名

　
　

　
○

〇
土

地
改

良
区

点
検

・
整

備
　

　
〇

年
〇

月
、

給
気

フ
ァ

ン
整

備
点

検
整

備
業

者
　

○
○

点
検

整
備

費
用

　
〇

千
円

故
障

記
録

　
　

　
〇

年
〇

月
〇

日
、

、
管

理
体

制
　

　
　

〇
〇

・
・

・

※
形
状
情
報
（

LO
d）

を
40

以
上
と
す
る
モ
デ
ル
化
ま
で
は
求
め
な
い
が
、
必
要
性
や
作
業
量
な
ど
業
務
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を

考
慮
し
た
上
で
、
農
林
水
産
省
及
び
地
方
公
共
団
体
等
の
実
情
に
基
づ
く
利
用
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。

 
出
典
：
B
I
M/
CI
M
活
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
案
）
第

7
編
 
下
水
道
編
 
1
.
総
則
（
令
和

4
年

3
月
 
国
土
交
通
省
）、

一
部
転
載
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1.3.3. 機械設備モデル 
機械設備については、機器類と配管類において形状情報の入力度合が作業段階で異なる

ことから、モデル詳細度を区分する。機械設備のモデル詳細度の詳細は「BIM/CIM 活用

ガイドライン（案）第 6 編 機械設備編」（国土交通省）を参照する。 
なお、土地改良施設におけるポンプ場は、用水機場や排水機場、加圧機場に大きく分け

られ、施設規模や用途、管理方法等が異なり、これらの特性に即したモデル形状が求めら

れる。 
① 用水機場、排水機場：設備や部品の整備や交換がメインであり、主ポンプや電動機な

どの主要装置ごとにモデル化を行う（形状や寸法等の詳細な再現は行わず、基準書等

をベースに作成）。ただし、ポンプ内部の受軸や羽根車のモデル化は施工・据付段階

では不要であるが、維持管理段階では部品交換や補修の記録管理のためモデル化が求

められる。これについては受発注者間で協議し決定することを基本とする。 
② 加圧機場：小口径ポンプが設置されており、オーバーホールよりも更新費用が安価な

ケースが多い。また、用排水機場とは異なり装置毎に点検記録を管理せず、一式で管

理するケースが多いため、ポンプ設備一式のモデル化を基本とする。 
 
【機器類】 

機器類については、設計段階では契約上支障が生じないようにするため、メーカーが特

定されない程度の形状情報（装置、機器の構図や詳細寸法は再現せず、基準書等をベース

に作成）とする。施工段階以降においても形状情報は大きく変わらないものの、製造者名

や製品番号等の属性情報の入力情報量に応じて、形状情報と属性情報を組合せて詳細度を

設定する。機械設備のうち機器類における BIM/CIM モデル詳細度の目安を図 1-10 に示

す。 
 

 
出典：BIM/CIM 活用ガイドライン（案）第 7 編 下水道編 1.総則（令和 4 年 3 月 国土交通省） 

図 1-10 機械設備モデル（機器類）の詳細度設定の例 

 

 

ＬＯｄ ＬＯＩ 凡 例 

   情報増加 

   情報一定 

ＬＯＤ ＬＯｄ 

詳細度 

100 
200 
300 
400 
500 

100 
200 
300 
400 
500 

属性 

情報 

 

形状 

情報 

10 
10 
20 
30 
30 
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【配管類】 

配管類については、詳細度を土木・建築モデルと同等とする。小口径管については、実

施設計段階のモデル化までは求めないが、必要性や作業量など業務全体のバランスを考慮

した上で、農林水産省及び地方公共団体等の実情に基づく利用を妨げるものではない。機

械設備のうち配管類における BIM/CIM モデル詳細度の目安を図 1-11 に示す。 
 

 
出典：BIM/CIM 活用ガイドライン（案）第 7 編 下水道編 1.総則（令和 4 年 3 月 国土交通省） 

図 1-11 機械設備モデル（配管類）の詳細度設定の例 

 

 

ＬＯｄ ＬＯＩ 凡 例 

   情報増加 

   情報一定 

ＬＯＤ ＬＯｄ 

詳細度 

100 
200 
300 
400 
500 

－ 
200 
300 
400 
500 

属性 

情報 

 

形状 

情報 

－ 
20 
30 
30 
30 
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表 1-6 機械設備（機器類）の BIM/CIM モデル詳細度 

詳細度 
LOD 共通定義 各モデルの詳細度（LOD）の定義 

機械設備（機器類）のモデル化 

100 

対象を記号や線、単純な

形状でその位置を示した

モデル。 
 

LOd ：10 
LOI ：100 

設計条件を定める構想設計レベルを想定 
 
設備や構成要素の位置、配置、概略寸法が分かる程度の

矩形形状もしくは線状のモデル。 

200 

対象の構造形式が分かる

程度のモデル。 
標準横断で切土・盛土を

表現、又は各構造物一般

図に示される標準横断面

を対象範囲でスイープ※

させて作成する程度の表

現。 
 

LOd ：10 以上 
LOI ：200 

基本諸元を定める基本設計レベルを想定。 
 
設備や構成要素の基本的な構造形式が分かる程度のモデ

ルで、ポンプ場の場合であれば、ポンプ形式、ポンプ台

数、基礎形式、除塵機の形式及び基本形状等の基本事項

が確認できる程度のモデル。 
 

300 

附帯工等の細部構造、接

続部構造を除き、対象の

外形形状を正確に表現し

たモデル。 
 

LOd ：20 
LOI ：300 

主要仕様を定める実施設計・発注図書レベルを想定。 
 
機器に関しては、形状情報は LOd：20 程度とし、属性

情報を追加し、構成、配置、諸元、数量等が確認できる

程度のモデル。 

400 

詳細度 300 に加えて、附

帯工、接続構造等の細部

構造及び配筋も含めて、

正確にモデル化する。 
 
LOd ：30 
LOI ：400 

施工レベルを想定。 
 
形状情報は、LOd：20 と大差ないもので良いが、配管

接続部や維持管理用開口等取合い等が確認できる程度の

形状情報の追加等工事段階の情報を反映したもの。 
さらに、属性情報として、製造者名や製品番号等施工に

関する情報を追加したモデル。 

500 

対象の現実の形状を表現

したモデル。 
 

LOd ：30 以上 
LOI ：500 

維持管理レベルを想定。 
 
施工段階で活用したモデルに完成形状を反映したモデル

であり、形状情報は LOd：30 以上とする。 

※スイープ・・・平面に描かれた図形をある基準線に沿って移動させて 3 次元化する技法のこと。 
※属性情報（LOI）の進捗度別の記載内容については、「3.6.2 属性情報」を参照のこと。 

出典：BIM/CIM 活用ガイドライン（案）第 7 編 下水道編 1.総則（令和 4 年 3 月 国土交通省）一部加筆 
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表 1-7 機械設備（配管類）の BIM/CIM モデル詳細度 

詳細度 
LOD 共通定義 各モデルの詳細度（LOD）の定義 

機械設備（配管類）のモデル化 備考 

100 

対象を記号や線、単純な

形状でその位置を示した

モデル。 
 

LOd ：－ 
LOI ：－ 

構想設計段階では、基本的に配管類のモデ

ル作成までは求めないが、必要性や作業量

など業務全体のバランスを考慮した上で、

農林水産省及び地方公共団体等の実情に基

づく利用を妨げるものではない。 

― 

200 

対象の構造形式が分かる

程度のモデル。 
標準横断で切土・盛土を

表現、又は各構造物一般

図に示される標準横断面

を対象範囲でスイープ※

させて作成する程度の表

現。 
 

LOd ：20 
LOI ：200 

基本諸元を定める基本設計レベルを想定。 
 
基本的にポンプ設備機能に直接関係してい

る主要な配管のみとし、機器類との接続位

置が確認できる程度のモデル。 

基本設計は

主要配管 
実施設計は

基本設計に

小配管を加

える 

300 

附帯工等の細部構造、接

続部構造を除き、対象の

外形形状を正確に表現し

たモデル。 
 

LOd ：30 
LOI ：300 

主要仕様を定める実施設計・発注図書レベ

ルを想定。 
 
小配管も含め、外形寸法、機器類との接続

位置が確認できるモデル。 
 
なお、干渉チェックを行う場合等におい

て、3 次元点群データを活用し小配管を含

めた配管サポートすべてを BIM/CIM モデ

ル化することが有効となる場合も考えられ

るため、モデル化にあたっては特別仕様書

にて作業範囲を明確化させる。 

400 

詳細度 300 に加えて、附

帯工、接続構造等の細部

構造及び配筋も含めて、

正確にモデル化する。 
 
LOd ：30 
LOI ：400 

施工レベルを想定。 
 
使用する製品の形状情報等を反映し、製品

名等の施工に関する属性情報をもたせたモ

デル。 
詳細度 300 に、配管サポート、架台、ドレ

ン配管類を反映したもの。 

詳細度 400
以降では、

配管サポー

ト、架台、

ドレン配管

類を記載 
500 

対象の現実の形状を表現

したモデル。 
 

LOd ：30 
LOI ：500 

維持管理レベルを想定。 
 
形状情報は LOd：30 とし、詳細度 400 の

時点と大差ないが、維持管理に関する属性

情報をもたせたモデル。 
※スイープ：平面に描かれた図形をある基準線に沿って移動させて 3 次元化する技法のこと。 
※属性情報（LOI）の進捗度別の記載内容については、「3.6.2 属性情報」を参照のこと。 

出典：BIM/CIM 活用ガイドライン（案）第 7 編 下水道編 1.総則（令和 4 年 3 月 国土交通省）一部加筆 
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表 1-8 機械設備モデル（主ポンプ）の詳細度別のモデル記載例 

  

詳
細
度
（
L
O
D
）
：
1
0
0

詳
細
度
（
L
O
D
）
：
2
0
0

詳
細
度
（
L
O
D
）
：
3
0
0

詳
細
度
（
L
O
D
）
：
4
0
0

詳
細
度
（
L
O
D
）
：
5
0
0

詳
細
度
（
L
O
D
）
の

定
義

設
計
条
件
を
定
め
る
構
想
設
計
レ
ベ
ル
を

想
定
。

基
本
諸
元
を
定
め
る
基
本
設
計
レ
ベ
ル
を

想
定
。

主
要
仕
様
を
定
め
る
実
施
設
計
・
発
注
図

書
レ
ベ
ル
を
想
定
。

施
工
レ
ベ
ル
を
想
定
。

維
持
管
理
レ
ベ
ル
を
想
定
。

形
状
情
報
（
L
O
d
）
：
1
0

形
状
情
報
（
L
O
d
）
：
2
0

形
状
情
報
（
L
O
d
）
：
3
0

形
状
情
報
（
L
O
d
）
：
3
0
以
上

形
状
情
報
は
L
O
d
：
2
0
程
度
と
し
て
、
外

形
形
状
が
分
か
る
程
度
の
モ
デ
ル
を
作
成

す
れ
ば
よ
く
、
直
方
体
、
円
筒
を
基
本
と

し
た
形
状
と
す
れ
ば
よ
い
。
逆
流
防
止

弁
、
吐
出
弁
、
管
内
ク
ー
ラ
を
識
別
化
す

る
。

形
状
情
報
は
、
L
O
d
：
2
0
と
大
差
な
い
も

の
で
良
い
が
、
主
ポ
ン
プ
ケ
ー
シ
ン
グ
、

主
配
管
等
の
配
置
・
最
大
外
形
、
系
統
機

器
配
管
と
の
「
接
続
位
置
」
を
正
確
に
モ

デ
ル
化
す
る
。
ボ
ル
ト
類
の
モ
デ
ル
化
は

行
わ
な
い
。

施
工
段
階
で
活
用
し
た
モ
デ
ル
に
完
成
形

状
を
反
映
し
た
モ
デ
ル
で
あ
り
、
原
則
と

し
て
、
採
用
機
器
の
重
要
部
品
の
外
部
形

状
、
点
検
用
の
梯
子
や
階
段
等
の
付
属
品

を
モ
デ
ル
化
す
る
。
必
要
性
が
あ
る
場
合

を
除
き
、
ボ
ル
ト
類
の
モ
デ
ル
化
ま
で
は

行
わ
な
い
。

属
性
情
報
（
L
O
I
）
：
1
0
0

属
性
情
報
（
L
O
I
）
：
2
0
0

属
性
情
報
（
L
O
I
）
：
3
0
0

属
性
情
報
（
L
O
I
）
：
4
0
0

属
性
情
報
（
L
O
I
）
：
5
0
0

属
性
情
報
と
し
て
、
概
略
設
計
時
に
決
定

す
る
情
報
（
装
置
名
称
等
）
を
追
加
す

る
。

属
性
情
報
と
し
て
、
基
本
設
計
時
に
決
定

す
る
情
報
（
形
式
、
仕
様
、
数
量
等
の
基

本
事
項
）
を
追
加
す
る
。

属
性
情
報
と
し
て
、
実
施
設
計
時
に
決
定

す
る
情
報
（
材
質
、
電
動
機
出
力
、
回
転

数
、
塗
装
等
）
を
追
加
す
る
。

属
性
情
報
と
し
て
、
施
工
時
に
決
定
す
る

情
報
（
製
造
者
名
や
製
品
番
号
等
）
を
追

加
す
る
。

属
性
情
報
と
し
て
、
維
持
管
理
時
に
決
定

す
る
情
報
を
追
加
す
る
。

形
状
情
報
（
L
O
d
）

ポ
ン
プ
設
備
　
主
ポ
ン
プ

属
性
情
報
（
L
O
I
）

形
状
情
報
は
L
O
d
：
1
0
と
し
て
、
主
ポ
ン
プ
口
径
を
一
律
と
し
て
、
主
ポ
ン
プ
か
ら

逆
流
防
止
弁
ま
で
を
一
体
で
モ
デ
ル
作
成
す
る
こ
と
で
よ
い
。

装
置

名
称

装
置

名
称

　
主

ポ
ン

プ
（

〇
号

）
形

式
等

属
性

情
報

（
LO

I）
10

0に
以

下
の

情
報

を
追

加
す

る
。

形
式

　
　

　
　

横
軸

軸
流

（
又

は
斜

流
）

ポ
ン

プ
仕

様
　

　
　

　
〇

m
/m

in
×

〇
m

、
W

〇
m

×
H〇

m
、

　
　

　
　

　
　

φ
〇

数
量

　
　

　
　

〇
台

備
考

設
計

仕
様

属
性

情
報

（
LO

I）
20

0に
以

下
の

情
報

を
追

加
す

る
。

材
質

　
　

　
ケ

ー
シ

ン
グ

：
○

○
、

イ
ン

ペ
ラ

：
○

○
電

動
機

出
力

　
〇

kw
回

転
数

　
　

〇
m

in
-1

塗
装

　
　

　
○

○
・

・
・

備
考

施
工

情
報

属
性

情
報

（
LO

I）
30

0に
以

下
の

情
報

を
追

加
す

る
。

製
造

者
名

　
　

　
○

○
製

造
品

番
号

　
　

○
○

設
置

年
月

　
　

　
〇

年
〇

月
施

工
費

用
　

　
　

○
千

円
・

・
・

備
考

維
持

管
理

情
報

属
性

情
報

（
LO

I）
40

0に
以

下
の

情
報

を
追

加
す

る
。

管
理

者
名

　
　

　
○

〇
土

地
改

良
区

点
検

・
整

備
　

　
〇

年
〇

月
、

主
ポ

ン
プ

分
解

整
備

点
検

整
備

業
者

　
○

○
点

検
整

備
費

用
　

〇
千

円
故

障
記

録
　

　
　

〇
年

〇
月

〇
日

、
、

管
理

体
制

　
　

　
〇

〇
・

・
・

出
典

：
C
IM

導
入
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
案
）
第

7
編
 
機
械
設
備
編
 
参
考
資
料

（
令
和

2
年

9
月
 
国
土
技
術
政
策
総
合
研
究
所
）、

一
部

転
載
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表 1-9 機械設備モデル（原動機）の詳細度別のモデル記載例 

 

詳
細
度
（
L
O
D
）
：
1
0
0

詳
細

度
（

L
O
D
）

：
2
0
0

詳
細

度
（

L
O
D
）

：
3
0
0

詳
細
度
（
L
O
D
）
：
4
0
0

詳
細
度
（
L
O
D
）
：
5
0
0

詳
細
度
（
L
O
D
）
の

定
義

設
計
条
件
を
定
め
る
構
想
設
計
レ
ベ
ル
を

想
定
。

基
本

諸
元

を
定

め
る

基
本

設
計

レ
ベ

ル
を

想
定

。
主

要
仕

様
を

定
め

る
実

施
設

計
・

発
注

図
書

レ
ベ

ル
を

想
定

。
施
工
レ
ベ
ル
を
想
定
。

維
持
管
理
レ
ベ
ル
を
想
定
。

形
状
情
報

（
L
O
d
）

：
1
0

形
状

情
報

（
L
O
d
）

：
2
0

形
状
情
報
（
L
O
d
）
：
3
0

形
状
情
報
（
L
O
d
）
：
3
0
以
上

形
状

情
報

は
L
O
d
：

2
0
程

度
と

し
て

、
基

礎
モ

デ
ル

を
付

加
す

る
。

デ
ィ

ー
ゼ

ル
機

関
の

外
形

寸
法

を
簡

略
化

し
て

モ
デ

ル
化

し
、

直
方

体
や

円
筒

等
を

組
み

合
わ

せ
て

作
成

す
る

。

形
状
情
報
は
、
L
O
d
：
2
0
と
大
差
な
い
も

の
で
良
い
が
、
主
軸
継
手
や
各
系
統
設
備

の
配
管
取
合
い
部
の
フ
ラ
ン
ジ
ま
で
作
成

す
る
。

施
工
段
階
で
活
用
し
た
モ
デ
ル
に
完
成
形

状
を
反
映
し
た
モ
デ
ル
で
あ
り
、
採
用
機

器
の
外
部
形
状
の
反
映
、
計
器
板
等
の
付

属
品
を
モ
デ
ル
化
す
る
こ
と
が
望
ま
し

い
。
必
要
性
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
ボ
ル

ト
類
の
モ
デ
ル
ま
で
は
行
わ
な
い
。

属
性
情
報
（
L
O
I
）
：
1
0
0

属
性

情
報

（
L
O
I
）

：
2
0
0

属
性

情
報

（
L
O
I
）

：
3
0
0

属
性
情
報
（
L
O
I
）
：
4
0
0

属
性
情
報
（
L
O
I
）
：
5
0
0

属
性
情
報
と
し
て
、
概
略
設
計
時
に
決
定

す
る
情
報
（
装
置
名
称
等
）
を
追
加
す

る
。

属
性

情
報

と
し

て
、

基
本

設
計

時
に

決
定

す
る

情
報

（
形

式
、

仕
様

、
数

量
等

の
基

本
事

項
）

を
追

加
す

る
。

属
性

情
報

と
し

て
、

実
施

設
計

時
に

決
定

す
る

情
報

（
材

質
、

電
動

機
出

力
、

塗
装

等
）

を
追

加
す

る
。

属
性
情
報
と
し
て
、
施
工
時
に
決
定
す
る

情
報
（
製
造
者
名
や
製
品
番
号
等
）
を
追

加
す
る
。

属
性
情
報
と
し
て
、
維
持
管
理
時
に
決
定

す
る
情
報
を
追
加
す
る
。

ポ
ン

プ
設

備
　

原
動

機
（

デ
ィ

ー
ゼ

ル
機

関
）

形
状
情
報
（
L
O
d
）

形
状
情
報
は
L
O
d
：
1
0
と
し
て
、
外
形

の
最

大
寸

法
に

よ
る

直
方

体
に

円
筒

形
主

軸
を
付
加
す
る
。
流
体
継
手
、
減
速
機
と

の
接

続
の

関
係

か
ら

主
原

動
機

出
力

軸
位

置
を
モ
デ
ル
に
反
映
す
る
。

属
性
情
報
（
L
O
I
）

装
置

名
称

装
置

名
称

　
原

動
機

（
〇

号
）

形
式

等
属

性
情

報
（

LO
I）

10
0に

以
下

の
情

報
を

追
加

す
る

。

形
式

　
　

　
　

水
冷

デ
ィ

ー
ゼ

ル
機

関
、

、
仕

様
　

　
　

　
〇

kW
×

〇
m

in
-1

数
量

　
　

　
　

〇
台

備
考

設
計

仕
様

属
性

情
報

（
LO

I）
20

0に
以

下
の

情
報

を
追

加
す

る
。

材
質

　
　

　
　

○
○

電
動

機
出

力
　

〇
 k

W
サ

イ
ク

ル
数

　
〇

サ
イ

ク
ル

始
動

方
式

　
　

○
○

冷
却

方
式

　
　

○
○

塗
装

　
　

　
　

○
○

・
・

・

施
工

情
報

属
性

情
報

（
LO

I）
30

0に
以

下
の

情
報

を
追

加
す

る
。

製
造

者
名

　
　

　
○

○
製

造
品

番
号

　
　

○
○

設
置

年
月

　
　

　
〇

年
〇

月
施

工
費

用
　

　
　

○
千

円
・

・
・

備
考

維
持

管
理

情
報

属
性

情
報

（
LO

I）
40

0に
以

下
の

情
報

を
追

加
す

る
。

管
理

者
名

　
　

　
○

〇
土

地
改

良
区

点
検

・
整

備
　

　
〇

年
〇

月
、

原
動

機
点

検
点

検
整

備
業

者
　

○
○

点
検

整
備

費
用

　
〇

千
円

故
障

記
録

　
　

　
〇

年
〇

月
〇

日
、

、
管

理
体

制
　

　
　

〇
〇

・
・

・

出
典
：
C
IM

導
入
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
案
）
第

7
編
 
機
械
設
備
編
 
参
考
資
料
（
令
和

2
年

9
月
 
国
土
技
術
政
策
総
合
研
究
所
）、

一
部

転
載
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表 1-10 機械設備モデル（減速機）の詳細度別のモデル記載例 

  

詳
細
度
（
L
O
D
）
：
1
0
0

詳
細
度
（
L
O
D
）
：
2
0
0

詳
細
度
（
L
O
D
）
：
3
0
0

詳
細
度
（
L
O
D
）
：
4
0
0

詳
細
度
（
L
O
D
）
：
5
0
0

詳
細
度
（
L
O
D
）
の

定
義

設
計
条
件
を
定
め
る
構
想
設
計
レ
ベ
ル
を

想
定
。

基
本
諸
元
を
定
め
る
基
本
設
計
レ
ベ
ル
を

想
定
。

主
要
仕
様
を
定
め
る
実
施
設
計
・
発
注
図

書
レ
ベ
ル
を
想
定
。

施
工
レ
ベ
ル
を
想
定
。

維
持
管
理
レ
ベ
ル
を
想
定
。

形
状
情
報
（
L
O
d
）
：
1
0

形
状
情
報
（
L
O
d
）
：
2
0

形
状
情
報
（
L
O
d
）
：
3
0

形
状
情
報
（
L
O
d
）
：
3
0
以
上

形
状
情
報
は
L
O
d
：
2
0
程
度
と
し
て
、
減

速
機
架
台
、
基
礎
モ
デ
ル
を
付
加
す
る
。

形
状
情
報
は
、
主
軸
継
手
や
各
系
統
設
備

の
配
管
取
合
い
部
の
フ
ラ
ン
ジ
ま
で
作
成

す
る
。
外
部
形
状
は
直
方
体
や
円
筒
等
簡

素
な
素
材
の
組
み
合
わ
せ
と
し
、
概
ね
外

形
か
ら
機
器
名
が
分
か
る
最
低
限
度
の
書

き
込
み
を
行
う
。

施
工
段
階
で
活
用
し
た
モ
デ
ル
に
完
成
形

状
を
反
映
し
た
モ
デ
ル
で
あ
り
、
採
用
機

器
の
外
部
形
状
の
反
映
、
計
器
板
等
の
付

属
品
を
モ
デ
ル
化
す
る
こ
と
が
望
ま
し

い
。
必
要
性
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
ボ
ル

ト
類
の
モ
デ
ル
ま
で
は
行
わ
な
い
。

属
性
情
報
（
L
O
I
）
：
1
0
0

属
性
情
報
（
L
O
I
）
：
2
0
0

属
性
情
報
（
L
O
I
）
：
3
0
0

属
性
情
報
（
L
O
I
）
：
4
0
0

属
性
情
報
（
L
O
I
）
：
5
0
0

属
性
情
報
と
し
て
、
概
略
設
計
時
に
決
定

す
る
情
報
（
装
置
名
称
等
）
を
追
加
す

る
。

属
性
情
報
と
し
て
、
基
本
設
計
時
に
決
定

す
る
情
報
（
形
式
、
仕
様
、
数
量
等
の
基

本
事
項
）
を
追
加
す
る
。

属
性
情
報
と
し
て
、
実
施
設
計
時
に
決
定

す
る
情
報
（
材
質
、
段
数
、
伝
達
容
量
、

減
速
比
等
）
を
追
加
す
る
。

属
性
情
報
と
し
て
、
施
工
時
に
決
定
す
る

情
報
（
製
造
者
名
や
製
品
番
号
等
）
を
追

加
す
る
。

属
性
情
報
と
し
て
、
維
持
管
理
時
に
決
定

す
る
情
報
を
追
加
す
る
。

ポ
ン
プ
設
備
　
減
速
機

形
状
情
報
（
L
O
d
）

形
状
情
報
は
L
O
d
：
1
0
と
し
て
、
外
形
の
最
大
寸
法
に
よ
る
直
方
体
に
円
筒
形
主
軸

を
付
加
す
る
。
主
原
動
機
、
流
体
継
手
と
の
接
続
の
関
係
か
ら
、
減
速
機
入
出
力
軸

位
置
を
モ
デ
ル
に
反
映
す
る
。

属
性
情
報
（
L
O
I
）

装
置

名
称

装
置

名
称

　
減

速
機

（
〇

号
）

形
式

等
属

性
情

報
（

LO
I）

10
0に

以
下

の
情

報
を

追
加

す
る

。

形
式

　
　

　
　

平
行

軸
二

段
減

速
、

、
仕

様
　

　
　

　
〇

×
〇

m
in

-1
数

量
　

　
　

　
〇

台
備

考

設
計

仕
様

属
性

情
報

（
LO

I）
20

0に
以

下
の

情
報

を
追

加
す

る
。

材
質

　
　

　
　

○
○

段
数

　
　

　
　

〇
段

伝
達

容
量

　
　

〇
kW

減
速

比
　

　
　

○
〇

冷
却

方
式

　
　

○
○

塗
装

　
　

　
　

○
○

・
・

・

施
工

情
報

属
性

情
報

（
LO

I）
30

0に
以

下
の

情
報

を
追

加
す

る
。

製
造

者
名

　
　

　
○

○
製

造
品

番
号

　
　

○
○

設
置

年
月

　
　

　
〇

年
〇

月
施

工
費

用
　

　
　

○
千

円
・

・
・

備
考

維
持

管
理

情
報

属
性

情
報

（
LO

I）
40

0に
以

下
の

情
報

を
追

加
す

る
。

管
理

者
名

　
　

　
○

〇
土

地
改

良
区

点
検

・
整

備
　

　
〇

年
〇

月
、

減
速

機
点

検
点

検
整

備
業

者
　

○
○

点
検

整
備

費
用

　
〇

千
円

故
障

記
録

　
　

　
〇

年
〇

月
〇

日
、

、
管

理
体

制
　

　
　

〇
〇

・
・

・

出
典
：
C
IM

導
入
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
案
）
第

7
編
 
機
械
設
備
編
 
参
考
資
料
（
令
和

2
年

9
月
 
国
土
技
術
政
策
総
合
研
究
所
）、

一
部

転
載
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表 1-11 機械設備モデル（吐出弁）の詳細度別のモデル記載例 

 

詳
細

度
（

L
O
D
）

：
1
0
0

詳
細

度
（

L
O
D
）

：
2
0
0

詳
細

度
（

L
O
D
）

：
3
0
0

詳
細

度
（

L
O
D
）

：
4
0
0

詳
細

度
（

L
O
D
）

：
5
0
0

詳
細

度
（

L
O
D
）

の
定

義
設

計
条

件
を

定
め

る
構

想
設

計
レ

ベ
ル

を
想

定
。

基
本

諸
元

を
定

め
る

基
本

設
計

レ
ベ

ル
を

想
定

。
主

要
仕

様
を

定
め

る
実

施
設

計
・

発
注

図
書

レ
ベ

ル
を

想
定

。
施

工
レ

ベ
ル

を
想

定
。

維
持

管
理

レ
ベ

ル
を

想
定

。

形
状

情
報

（
L
O
d
）

：
1
0

形
状

情
報

（
L
O
d
）

：
2
0

形
状

情
報

（
L
O
d
）

：
3
0

形
状

情
報

（
L
O
d
）

：
3
0
以

上

形
状

情
報

は
L
O
d
：

2
0
程

度
と

し
て

、
フ

ラ
ン

ジ
を

付
加

す
る

。
ボ

ル
ト

類
の

モ
デ

ル
化

は
行

わ
な

い
。

形
状

情
報

は
、

L
O
d
：

2
0
と

大
差

な
い

も
の

で
良

い
が

、
弁

軸
、

フ
ラ

ン
ジ

を
付

加
す

る
。

ボ
ル

ト
類

や
架

台
、

基
礎

の
モ

デ
ル

化
は

行
わ

な
い

。

施
工

段
階

で
活

用
し

た
モ

デ
ル

に
完

成
形

状
を

反
映

し
た

モ
デ

ル
で

あ
り

、
形

状
情

報
は

L
O
d
：

3
0
以

上
と

す
る

。
採

用
機

器
の

外
部

形
状

を
反

映
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
必

要
性

が
あ

る
場

合
を

除
き

、
ボ

ル
ト

類
の

モ
デ

ル
化

ま
で

は
行

わ
な

い
。

属
性

情
報

（
L
O
I
）

：
1
0
0

属
性

情
報

（
L
O
I
）

：
2
0
0

属
性

情
報

（
L
O
I
）

：
3
0
0

属
性

情
報

（
L
O
I
）

：
4
0
0

属
性

情
報

（
L
O
I
）

：
5
0
0

属
性

情
報

と
し

て
、

概
略

設
計

時
に

決
定

す
る

情
報

（
装

置
名

称
等

）
を

追
加

す
る

。

属
性

情
報

と
し

て
、

基
本

設
計

時
に

決
定

す
る

情
報

（
形

式
、

仕
様

、
数

量
等

の
基

本
事

項
）

を
追

加
す

る
。

属
性

情
報

と
し

て
、

実
施

設
計

時
に

決
定

す
る

情
報

（
材

質
、

電
動

機
出

力
、

塗
装

等
）

を
追

加
す

る
。

属
性

情
報

と
し

て
、

施
工

時
に

決
定

す
る

情
報

（
製

造
者

名
や

製
品

番
号

等
）

を
追

加
す

る
。

属
性

情
報

と
し

て
、

維
持

管
理

時
に

決
定

す
る

情
報

を
追

加
す

る
。

ポ
ン

プ
設

備
　

吐
出

弁

形
状

情
報

（
L
O
d
）

形
状

情
報

は
L
O
d
：

1
0
と

し
て

、
外

形
は

円
筒

形
状

を
基

本
と

し
、

弁
体

な
ど

の
内

部
構

造
や

フ
ラ

ン
ジ

は
モ

デ
ル

化
す

る
必

要
は

な
い

。

属
性

情
報

（
L
O
I
）

装
置

名
称

装
置

名
称

　
吐

出
弁

（
〇

号
）

形
式

等
属

性
情

報
（

LO
I）

10
0に

以
下

の
情

報
を

追
加

す
る

。

形
式

　
　

　
　

横
軸

電
動

バ
タ

フ
ラ

イ
弁

、
、

仕
様

　
　

　
　

φ
〇

数
量

　
　

　
　

〇
台

備
考

設
計

仕
様

属
性

情
報

（
LO

I）
20

0に
以

下
の

情
報

を
追

加
す

る
。

材
質

　
　

　
　

○
○

電
動

機
出

力
　

〇
 k

W
塗

装
　

　
　

　
○

○
・

・
・

備
考

施
工

情
報

属
性

情
報

（
LO

I）
30

0に
以

下
の

情
報

を
追

加
す

る
。

製
造

者
名

　
　

　
○

○
製

造
品

番
号

　
　

○
○

設
置

年
月

　
　

　
〇

年
〇

月
施

工
費

用
　

　
　

○
千

円
・

・
・

備
考

維
持

管
理

情
報

属
性

情
報

（
LO

I）
40

0に
以

下
の

情
報

を
追

加
す

る
。

管
理

者
名

　
　

　
○

〇
土

地
改

良
区

点
検

・
整

備
　

　
〇

年
〇

月
、

吐
出

弁
点

検
点

検
整

備
業

者
　

○
○

点
検

整
備

費
用

　
〇

千
円

故
障

記
録

　
　

　
〇

年
〇

月
〇

日
、

、
管

理
体

制
　

　
　

〇
〇

・
・

・

出
典
：
C
IM

導
入
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
案
）
第

7
編
 
機
械
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料
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部
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載
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表 1-12 機械設備モデル（除塵設備）の詳細度別のモデル記載例 

  

詳
細

度
（

L
O
D
）

：
1
0
0

詳
細

度
（

L
O
D
）

：
2
0
0

詳
細

度
（

L
O
D
）

：
3
0
0

詳
細

度
（

L
O
D
）

：
4
0
0

詳
細

度
（

L
O
D
）

：
5
0
0

詳
細

度
（

L
O
D
）

の
定

義
設

計
条

件
を

定
め

る
構

想
設

計
レ

ベ
ル

を
想

定
。

基
本

諸
元

を
定

め
る

基
本

設
計

レ
ベ

ル
を

想
定

。
主

要
仕

様
を

定
め

る
実

施
設

計
・

発
注

図
書

レ
ベ

ル
を

想
定

。
施

工
レ

ベ
ル

を
想

定
。

維
持

管
理

レ
ベ

ル
を

想
定

。

形
状

情
報

（
L
O
d
）

：
1
0

形
状

情
報

（
L
O
d
）

：
2
0

形
状

情
報

（
L
O
d
）

：
3
0

形
状

情
報

（
L
O
d
）

：
3
0
以

上

形
状

情
報

は
L
O
d
：

2
0
程

度
と

し
て

、
ス

ク
リ

ー
ン

を
平

鋼
で

構
成

、
レ

ー
キ

を
直

方
体

で
模

式
化

す
る

。

形
状

情
報

は
、

L
O
d
：

2
0
と

大
差

な
い

も
の

で
良

い
が

、
手

摺
や

梯
子

を
付

加
す

る
。

ボ
ル

ト
類

の
モ

デ
ル

化
は

行
わ

な
い

。

施
工

段
階

で
活

用
し

た
モ

デ
ル

に
完

成
形

状
を

反
映

し
た

モ
デ

ル
で

あ
り

、
採

用
機

器
の

外
部

形
状

を
モ

デ
ル

化
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
必

要
性

が
あ

る
場

合
を

除
き

、
ボ

ル
ト

類
の

モ
デ

ル
ま

で
は

行
わ

な
い

。
属

性
情

報
（

L
O
I
）

：
1
0
0

属
性

情
報

（
L
O
I
）

：
2
0
0

属
性

情
報

（
L
O
I
）

：
3
0
0

属
性

情
報

（
L
O
I
）

：
4
0
0

属
性

情
報

（
L
O
I
）

：
5
0
0

属
性

情
報

と
し

て
、

概
略

設
計

時
に

決
定

す
る

情
報

（
装

置
名

称
等

）
を

追
加

す
る

。

属
性

情
報

と
し

て
、

基
本

設
計

時
に

決
定

す
る

情
報

（
形

式
、

仕
様

（
水

路
幅

）
、

数
量

等
の

基
本

事
項

）
を

追
加

す
る

。

属
性

情
報

と
し

て
、

実
施

設
計

時
に

決
定

す
る

情
報

（
材

質
、

除
塵

能
力

、
塗

装
等

）
を

追
加

す
る

。

属
性

情
報

と
し

て
、

施
工

時
に

決
定

す
る

情
報

（
製

造
者

名
や

製
品

番
号

等
）

を
追

加
す

る
。

属
性

情
報

と
し

て
、

維
持

管
理

時
に

決
定

す
る

情
報

を
追

加
す

る
。

除
塵

設
備

形
状

情
報

（
L
O
d
）

形
状

情
報

は
L
O
d
：

1
0
と

し
て

、
除

塵
機

の
ス

ク
リ

ー
ン

は
目

を
再

現
し

な
い

外
形

に
よ

り
モ

デ
ル

化
す

る
。

コ
ン

ベ
ヤ

、
ホ

ッ
パ

は
直

方
体

や
円

錐
形

、
ま

た
は

こ
れ

ら
の

組
み

合
わ

せ
に

よ
り

モ
デ

ル
化

す
る

。

属
性

情
報

（
L
O
I
）

装
置

名
称

装
置

名
称

　
除

塵
設

備
形

式
等

属
性

情
報

（
LO

I）
10

0に
以

下
の

情
報

を
追

加
す

る
。

形
式

　
　

　
　

背
面

降
下

前
面

掻
揚

式
、

、
仕

様
　

　
　

　
〇

m
×

〇
m

数
量

　
　

　
　

〇
基

備
考

設
計

仕
様

属
性

情
報

（
LO

I）
20

0に
以

下
の

情
報

を
追

加
す

る
。

材
質

　
　

　
　

　
　

○
○

レ
ー

キ
数

　
　

　
　

〇
個

/基
レ

ー
キ

速
度

　
　

　
〇

m
/m

in
ス

ク
リ

ー
ン

ピ
ッ

チ
　

○
○

塗
装

　
　

　
　

　
　

○
○

駆
動

装
置

　
　

　
　

サ
イ

ク
ロ

減
速

機
○

kw
、

、
・

・
・

施
工

情
報

属
性

情
報

（
LO

I）
30

0に
以

下
の

情
報

を
追

加
す

る
。

製
造

者
名

　
　

　
○

○
製

造
品

番
号

　
　

○
○

設
置

年
月

　
　

　
〇

年
〇

月
施

工
費

用
　

　
　

○
千

円
・

・
・

備
考

維
持

管
理

情
報

属
性

情
報

（
LO

I）
40

0に
以

下
の

情
報

を
追

加
す

る
。

管
理

者
名

　
　

　
○

〇
土

地
改

良
区

点
検

・
整

備
　

　
〇

年
〇

月
、

除
塵

設
備

分
解

整
備

点
検

整
備

業
者

　
○

○
点

検
整

備
費

用
　

〇
千

円
故

障
記

録
　

　
　

〇
年

〇
月

〇
日

、
、

管
理

体
制

　
　

　
〇

〇
・

・
・
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1.3.4. 電気設備モデル 
電気設備については、当面は 2 次元図面を併用することから、属性情報を 2 次元図面に

求めることも可能であるため、入力にあたっては発注者と協議を行い範囲、内容を決定し

てよいものとする。 
電気盤類は、形状情報の入力度合が作業段階で大きく変化しないことから、ラック類と

はモデル詳細度を区分する。なお、施工段階以降において盤外形を見直すなど形状情報が

変わった場合には、現場と合致したモデルにしたうえで、製造者名や製品番号等の属性情

報の入力情報量に応じて、形状情報と属性情報を組合せて詳細度を設定する。 
 
【電気盤類】 

電気設備のうち電気盤類における BIM/CIM モデル詳細度の目安を図 1-12 に示す。な

お、配線類については、2 次元図面が活用できることから、モデルの作成までは求めない

ものとするが、必要性や作業量など業務全体のバランスを考慮した上で、農林水産省及び

地方公共団体等の実情に基づく利用を妨げるものではない。 
 

 
出典：BIM/CIM 活用ガイドライン（案）第 7 編 下水道編 1.総則（令和 4 年 3 月 国土交通省） 

図 1-12 電気設備モデル（電気盤類）の詳細度設定の例 

 
【ケーブルラック類】 

電気設備のうちケーブルラック類における BIM/CIM モデル詳細度の目安を図 1-13に示

す。ケーブルラック類については、実施設計段階では、数量算出および図面化の観点から、

「形状情報：LOdを 30」として、モデルを作成する。なお、配線類については、2次元図

面が活用できることから、モデルの作成までは求めないものとするが、必要性や作業量な

ど業務全体のバランスを考慮した上で、農林水産省及び地方公共団体等の実情に基づく利

用を妨げるものではない。 
 

 

 

ＬＯｄ ＬＯＩ 凡 例 

   情報増加 

   情報一定 

ＬＯＤ ＬＯｄ 

詳細度 

100 
200 
300 
400 
500 

100 
200 
300 
400 
500 

属性 

情報 

 

形状 

情報 

10 
20 
20 
30 
30 
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出典：BIM/CIM 活用ガイドライン（案）第 7 編 下水道編 1.総則（令和 4 年 3 月 国土交通省） 

図 1-13 電気設備モデル（ケーブルラック類）の詳細度設定の例 

 
 

 

 

ＬＯｄ ＬＯＩ 凡 例 

   情報増加 

   情報一定 

ＬＯＤ ＬＯｄ 

詳細度 

100 
200 
300 
400 
500 

－ 
200 
300 
400 
500 

属性 

情報 

 

形状 

情報 

－ 
20 
30 
30 
30 



第８編 36   

表 1-13 電気設備（機側操作盤類）の BIM/CIM モデル詳細度 

詳細度 
LOD 共通定義 各モデルの詳細度（LOD）の定義 

電気設備のモデル化 

100 

対象を記号や線、単純な

形状でその位置を示したモ

デル。 
 

LOd ：10 
LOI ：100 

設備や構成要素の位置、配置、概略寸法が分かる程度の

矩形形状もしくは線状のモデル。設計条件を定める構想

設計レベルを想定 

200 

対象の構造形式が分かる

程度のモデル。 
標準横断で切土・盛土を

表現、又は各構造物一般

図に示される標準横断面

を対象範囲でスイープ※

させて作成する程度の表

現。 
 

LOd ：20 
LOI ：200 

設備や構成要素の基本的な形式が分かる程度のモデルで

あり、基本諸元を定める基本設計レベルを想定。 
電気盤類は、扉の位置を表現する等、筐体の基本形状等

が確認できる程度のモデル。 

300 

附帯工等の細部構造、接

続部構造を除き、対象の

外形形状を正確に表現し

たモデル。 
 

LOd ：20 
LOI ：300 

主要仕様を定める実施設計・発注図書レベルを想定。な

お、配線類のモデル化までは求めないが、必要性や作業

量など業務全体のバランスを考慮した上で、農林水産省

及び地方公共団体等の実情に基づく利用を妨げるもので

はない。 
形状情報は詳細度 200 と大差ないものでよいが、属性情

報を追加し、構成、配置、諸元、数量等が確認できる程

度のモデル。 

400 

詳細度 300 に加えて、附

帯工、接続構造等の細部

構造及び配筋も含めて、

正確にモデル化する。 
 
LOd ：30 
LOI ：400 

施工レベルを想定。 
 
電気盤類に関しては、LOd：20 のものを、外形寸法が

現場と合致したモデルに変更するほか、取合い等が確認

できる程度の形状情報の追加に加え、製造者名や製品番

号等施工に関する属性情報を追加したモデル。 

500 

対象の現実の形状を表現

したモデル。 
 

LOd ：30 
LOI ：500 

維持管理レベルを想定。 
 
形状情報は詳細度 400 の時点と変わらない。 
設計・施工段階で活用したモデルに完成形状を反映した

モデル 
※スイープ・・・平面に描かれた図形をある基準線に沿って移動させて 3 次元化する技法のこと。 
※属性情報（LOI）の進捗度別の記載内容については、「3.6.2 属性情報」を参照のこと。 

出典：BIM/CIM 活用ガイドライン（案）第 7 編 下水道編 1.総則（令和 4 年 3 月 国土交通省）一部加筆 
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表 1-14 電気設備（ケーブルラック類）の BIM/CIM モデル詳細度 

詳細度 
LOD 共通定義 各モデルの詳細度（LOD）の定義 

電気設備のモデル化 

100 

対象を記号や線、単純な

形状でその位置を示したモ

デル。 
 

LOd ：－ 
LOI ：－ 

計画段階では機器配置が定まらないため、基本的には、

モデル化までは求めないが、必要性や作業量など業務全

体のバランスを考慮した上で、農林水産省及び地方公共

団体等の実情に基づく利用を妨げるものではない。 

200 

対象の構造形式が分かる

程度のモデル。 
標準横断で切土・盛土を

表現、又は各構造物一般

図に示される標準横断面

を対象範囲でスイープ※

させて作成する程度の表

現。 
 

LOd ：20 
LOI ：200 

構成要素の基本的な形式が分かる程度とし、基本諸元を

定める基本設計レベルを想定したモデル。 
 
板状の簡易なモデルとし、配置検討可能なものとする。 

300 

附帯工等の細部構造、接

続部構造を除き、対象の

外形形状を正確に表現し

たモデル。 
 

LOd ：30 
LOI ：300 

主要仕様を定める実施設計・発注図書レベルを想定した

モデル。なお、配線類のモデル化までは求めないが、必

要性や作業量など業務全体のバランスを考慮した上で、

農林水産省及び地方公共団体等の実情に基づく利用を妨

げるものではない。 
形状情報は LOd：20 と大差ないものでよいが、構成、

配置、諸元、数量等が確認できるよう属性情報を追加

し、数量算出が可能なレベルとする。 
 
なお、干渉チェックを行う場合等において、3 次元点群

データを活用しケーブルラック吊ボルトやサポート等を

BIM/CIM モデル化することが有効となる場合も考えら

れるため、これらのモデル化にあたっては特別仕様書に

て作業範囲を明確化させる。 

400 

詳細度 300 に加えて、附

帯工、接続構造等の細部

構造及び配筋も含めて、

正確にモデル化する。 
 
LOd ：30 
LOI ：400 

施工レベルを想定。 
 
ラック類に関しては、詳細度 300 のものを、外形寸法が

現場と合致したものにするほか、ケーブルラック吊ボル

ト、サポート、振れ止め等を反映したものとし、取合い

等が確認できる程度の形状情報の追加に加え、製造者名

や製品番号等施工に関する属性情報を追加したモデル。 

500 

対象の現実の形状を表現

したモデル。 
 

LOd ：30 
LOI ：500 

維持管理レベルを想定。 
 
形状情報は詳細度 400 の時点と変わらない。 
設計・施工段階で活用したモデルに完成形状を反映した

モデル。 
※スイープ・・・平面に描かれた図形をある基準線に沿って移動させて 3 次元化する技法のこと。 
※属性情報（LOI）の進捗度別の記載内容については、「3.6.2 属性情報」を参照のこと。 

出典：BIM/CIM 活用ガイドライン（案）第 7 編 下水道編 1.総則（令和 4 年 3 月 国土交通省）一部加筆 
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表 1-15 機械設備モデル（機側操作盤（自立型））の詳細度別のモデル記載例 

 

詳
細

度
（

L
O
D
）

：
1
0
0

詳
細

度
（

L
O
D
）

：
2
0
0

詳
細

度
（

L
O
D
）

：
3
0
0

詳
細

度
（

L
O
D
）

：
4
0
0

詳
細

度
（

L
O
D
）

：
5
0
0

詳
細

度
（

L
O
D
）

の
定

義
設

計
条

件
を

定
め

る
構

想
設

計
レ

ベ
ル

を
想

定
。

基
本

諸
元

を
定

め
る

基
本

設
計

レ
ベ

ル
を

想
定

。
主

要
仕

様
を

定
め

る
実

施
設

計
・

発
注

図
書

レ
ベ

ル
を

想
定

。
施

工
レ

ベ
ル

を
想

定
。

維
持

管
理

レ
ベ

ル
を

想
定

。

形
状

情
報

（
L
O
d
）

：
1
0

形
状

情
報

（
L
O
d
）

：
2
0

形
状

情
報

（
L
O
d
）

：
3
0

形
状

情
報

は
L
O
d
：

1
0
と

し
て

、
最

大
寸

法
に

よ
る

直
方

体
に

て
モ

デ
ル

化
す

る
。

属
性

情
報

（
L
O
I
）

：
1
0
0

属
性

情
報

（
L
O
I
）

：
2
0
0

属
性

情
報

（
L
O
I
）

：
3
0
0

属
性

情
報

（
L
O
I
）

：
4
0
0

属
性

情
報

（
L
O
I
）

：
5
0
0

属
性

情
報

と
し

て
、

概
略

設
計

時
に

決
定

す
る

情
報

（
装

置
名

称
等

）
を

追
加

す
る

。

属
性

情
報

と
し

て
、

基
本

設
計

時
に

決
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表 1-16 機械設備モデル（機側操作盤（スタンド型））の詳細度別のモデル記載例 
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